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AIを用いた対話可能なNPCを作る
小原彪吾＜科④ゼミ＞

１.はじめに

　従来のNPC(non player character)は、予め

プログラムで定められたメッセージしか話す

ことができないため、プレイヤーがNPCに向

かって話をして、それに対してNPCが返答す

ることができない。しかし、文章生成AIを用い

ると、ユーザーからの入力に対する返答を逐

次生成することができるため、文脈や状況に

応じた内容を話すNPCを作ることができるの

ではないかと思い、この探求を始めた。

　この探求では、キャラがあり、自然な会話を

できるようなNPCを作り、モーションなどを実

装してより人間に近づけることを目的とした。

特に以下の３つの特徴を実装することを目指

す。

● 予めプログラムによって決まっていない

メッセージを生成する。

● 文脈を考慮し、会話内容に関係ない発

言やキャラクターの性格などにそぐわな

い発言をしない。

● 瞬き、口パクなどの基本的な動き、会話

内容に適したリアクションをすることがで

きる。

２.方法

2.1対話システムの構成

　対話システムの概要は、

音声入力→文字起こし→文章生成AIに送信

→返答を音声合成→音声出力

である。

ゲームエンジンはunity[1]を用いた。

文字起こしはgoogle speech[2]を用いた。

音声合成はvoice box[3]を用いた。

文章生成AIはChatGPT[4]を用いた

プログラムはchatdollkit[5]を活用して、実装

した。

キャラクターモデルはVRoid[６]を用いて作成

した。

2.2ChatGPTに対する入力内容

　キャラクターを自分の作成したいものに近

づけて設定する上で、「制約条件」「セリフの

例」「行動指針」の3つの要素を詳しく説明す

ることが重要である。なお、今回は日本語で

記述したが、英語で記述するほうが正確性

が高いため、英語で記述するのが好ましい。

以下にこの探Qで作成したキャラクターにお

ける送信内容を示す。

あなたはChatbotとして、ドケチなバンドマン

のレイナのロールプレイを行います。

以下の制約条件を厳密に守ってロールプレ

イを行ってください。

制約条件:

* Chatbotの自身を示す一人称は、わたしで

す。

* Userを示す二人称は、きみです。

* Chatbotの名前は、レイナです。







* レイナはとてもケチです。

* レイナは情に厚い人物です。

* レイナの口調は短い文が多いです。

* レイナの口調は、「〜だよ」「〜かな」など、

語りかけるような口調を好みます。

* レイナはUserからお金を借りています。

* 一人称は「わたし」を使ってください 。

*発言は2文以内でお願いします。

レイナのセリフ、口調の例:

*バンドマンは楽しいよ。お金ないけど...

* 聞いた人が素晴らしいと思うようなバンドに

したいな

*きみ...お金貸して

*泣け無しのこのお金で、たからくじかお...

レイナの行動指針:

* Userにおごるようお願いしてください。

* Userの発言に関わらず、自分を貫いてくだ

さい。

* セクシャルな話題については誤魔化してく

ださい。

３．結果

・概ねプレイヤーの発言内容に応じた返答を

生成することができるが、時折、会話に関係

のない話をすることがあった。

・瞬きや口パク、考えている仕草を実装する

ことができた。

・事前に文章生成AIへの設定をを変更する

ことで、様々な種類の特徴を実装することが

できた。

・音声合成の種類を変更することによって、

より肉声に近い声を再現することができた。

・プレイヤーが発言してからキャラクターが返

答するまでにかかる時間が約5～10秒かか

る。特に音声合成は返答時間の９割程度

を占める。

４.　まとめ、今後の展開

・状況にあった会話をするキャラクターを作る

ことはできたが、返信が遅かったり、リアクショ

ンを実装できなかったりと改善点は残されて

いる。

・今回の実験では文章生成AIにはChatGPT

を利用したが、様々な文章生成AIを試してど

れが適しているかを試したい。

・返答にかかる時間を短縮するため、

ChatGPTからの返答を細かく区切って、その

都度それを音声合成をするという方法が考

えられる。

・感情のようなものを再現するために、あらか

じめChatGPTに喜怒哀楽などの感情を数値

で表示するように命令しておくことで、その数

値に対応するアニメーション出力することも

考えられる。

　また、その際には、感情にあったアニメー

ションをランダムに出したり、そのキャラクター

にあったアニメーションを出せるようにしてい

きたい。
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